学年：７年　児童・生徒数：４６名　　学校名：とうべつ学園後期課程　指導者：宮田　玲二


題材名：見つめると見えてくる
～鉛筆デッサン～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
指導時間：３時間

こんな授業です：鉛筆の表現を学び、モチーフを選び、形、影、質感などを工夫して表します。見ているようで見ていないモチーフをよく見ることを意識するところがポイントです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





	【題材のねらい】
スケッチの表現に写実的な表現のみを追求させ、苦手意識をつくらないようにし、図式的な表現様式を用いていても、よく観察し、よさや美しさを感じ取り、スケッチをすることを楽しみ、向上心を持って前向きに取り組む子ども供たちに育てたい。また、鉛筆表現の基礎的な技能を身に付け、対象の持つよさや美しさを深く感じ取ることの大切さや、自分なりの表し方を工夫するなど表現の多様さや豊かさに触れさせる。鉛筆の濃さなどを選べるようにし、子どもたちが表現に合わせて選択する機会を増やす。さらに交流の中から「もっとこうしたい！」と粘り強さを生み出そうとする力の育成をねらう。

	【具体的な指導内容】
	【指導の工夫（主体性や能動性を重視して育む知識・技能等）】

	➀スケッチブックに自分の手を描く。

②自分の描いた手と巨匠の素描の共通点を探る。

③身の回りのものをスケッチする。

④鉛筆の技法を理解する。

⑤技法を生かして試す気持ちでスケッチする。

⑥相互鑑賞して、描きたいものをスケッチする。

⑦新たな視点を生かして、描きたいものをスケッチする。
	・パワーポイントを活用し題材の概要をつかませることで活動の見通しを持てるようにする。
・既習事項とつながる課題の提示をする。　　　
・絵を描くことについて考える。（固定概念をゆさぶる。）
・子どもが描きたいと思ったものを選ばせたり、用意させたりする。
・机間巡視しながら、個々にも声掛けをする。
※子どもたちの活動を適切に見取る。
・目を細めて見る。離れて見るなどして自分の表現を捉えなおすように指導する。
・子どもどうしが主体的に学び、互いの表現を交流し、振り返る時間を設定する。

・机間巡視しながら、個々にも前時の振り返りをもとに声掛けをする。

	【教材教具など】
画材　：クロッキー帳
描画材：鉛筆、練り消し、擦筆、消しゴム
教具：大型テレビ、クロームブック



	【成果と課題】
成果：単に上手い下手だけではなく、基本的な表現の習得や仲間との交流から多様な表現の良さを感じるきっかけになった。
　課題：大半が写実的に描く技術の習得を目指す傾向がある。常に授業改善の意識が必要である。


【困っている事】
・鉛筆デッサンを行うと結局、写実的、いわゆる『うまい絵』を目指す傾向に寄ってしまう。
・未だに画一的な絵画指導をしている指導者への伝え方。


